
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まるで溶接したような三角形の枠 

同じ木の枝どうしが接触し、互い

がどかない状態になった時、組織

が癒合し三角形や四角形の枠がつ

くられる。枝では非常にまれに見

ることができるが、根の部分では

ごく普通にあるらしい。 

（地下なので見ることはないが） 

 

以前、もりの手紙で投稿されていた山田政延(1班：理事)さんの「木まぐれ

連載・森林よもやまコラム」を再開します。退職後は 3 頭の愛犬と共にご

実家の新見と市内の我が家を行ったり来たりしながら、プロ並みの山仕事

をされています。里山での楽しい、珍しい話題や仕事の話などが気まぐれ

に聞けそうです。お楽しみに。なお、タイトルのイラストは当時編集を担当

されていたデザイナー藤原京華(旧姓：東田)さんの作です。 
地中にある瘤 

 

奇妙な木  
 

杉から笹 

 


